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PuO2-YSZ燃料核の製造性を検討するため、模擬粒子である CeO2-YSZ粒子の試作試験を実施し、外観等良

好な粒子を得られる試験条件を見出した。また、試作した粒子について、相状態、成分の均一性について

確認した。 
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1. 緒言緒言緒言緒言 

Pu燃焼高温ガス炉向けの燃料として、YSZマトリクスにPuを分散させた粒子を燃料核とし、これに ZrC、

及び従来 TRISOを被覆した、3S-TRISO被覆燃料粒子(図 1)を用いることが提案されている[1]。本研究では、

種々の試作試験によって、3S-TRISO粒子の製造性について検討を行った。 

2.    実験実験実験実験 

2-1. Ce-YSZ 模擬模擬模擬模擬燃料核粒子の試作試験燃料核粒子の試作試験燃料核粒子の試作試験燃料核粒子の試作試験 

Puの代替物質として Ceを用い、Ce-YSZ模擬燃料

核粒子の試作試験を行った。作製方法として外部ゲ

ル化法を採用し、過去の HTTR燃料製造時の条件を

参考に、種々の試験パラメータが与える試作結果へ

の影響について整理した。 

2-2. 3S-TRISO 被覆に向けた予備試験被覆に向けた予備試験被覆に向けた予備試験被覆に向けた予備試験 

3S-TRISO被覆燃料粒子は、過去の HTTR燃料と比

較して目標とする径が小さく、また、試作試験にお

いては、一度に被覆できるバッチサイズが従来より

も小さい。そのため、ZrC被覆粒子による TRISO被

覆試験に先立ち、模擬粒子を用いた予備試験を行い、

3S-TRISO被覆条件の事前検討を行った。 

3. 結果・考察結果・考察結果・考察結果・考察 

Ce-YSZ模擬燃料核粒子の試作試験の結果、滴下溶液の粘度等を最適化することで、欠陥がなく均一な組

成を持つ粒子が得られる条件を見出した。また、模擬粒子を用いた予備被覆試験の結果、小粒径、少量バ

ッチにおける 3S-TRISO被覆条件の目安を得た。 

本研究は、文部科学省原子力システム研究開発事業により実施された「プルトニウム燃料高温ガス炉を実現するセキ

ュリティ強化型安全燃料開発」の成果である。 
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図 2 模擬被覆粒子の断面観察像 
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図 1 高温ガス炉向け被覆燃料粒子の概要 
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